
◆分野別評価シート（案）

　

領域と分野 分野別目標

領域番号
分野名 分野別目標を記載

指標の推移 

分析及び評価 

数値の変化をグラフ等で表示 

これまでの取組 

◆ 現状と課題／今後の方向性 

指標 ベースライン 中間評価 
指標の 

方向 

ベースライン時の 

数値を記載 

中間評価時点で

の数値を記載 

目指す 

方向性 

を記載 

直近値に係る分析 

（ベースラインからの動きについて（留意点含む）） 
評価 

（直近の実績値に対する評価） 

ベースラインからの動きについて、留意点も含めて記載 
直近の実績値に対する評価を記載 

 

全体の評価を記載 

（a、b、c、-） 

分野に関連する都の補助事業等を記載 

＜都の取組＞ 

＜区市町村の取組＞ 

評価 

評価を

記載 
各分野の指標を記載 

中間評価部会で議論いただく「まとめ」として記載 

○これまでの取組と現状について 

○今後の取組の方向性について（都の特性を考慮した具体的な内容を記載） 

○関連する調査結果等 

 

平成２５年度からの取組を経年的に記載 

資料５－２ 



◆分野別評価シート（記載例）

　

領域と分野 分野別目標

２-１
栄養・食生活 適切な量と質の食事をとる人を増やす

指標の推移 

分析及び評価 

これまでの取組 

◆ 現状と課題／今後の方向性 

指標 

（国民健康・栄養調査（栄養摂取状況調査/東京都分）） 
ベースライン 

（平成１９年～２１年） 

中間評価 

（平成２４～２６年） 

指標の 

方向 

①野菜の摂取量（１日当たり）３５０ｇ以上の人の割合 

  （２０歳以上） 

②食塩の摂取量（１日当たり） ８ｇ以下の人の割合 

  （２０歳以上） 

③果物の摂取量（１日当たり）１００ｇ未満の人の割合 

  （２０歳以上） 

④脂肪エネルギー比率が適正な範囲内 

  （２０％以上２５％未満）にある人の割合（３０～６９歳） 

①男性 ３１．９％ 

  女性 ２８．６％ 

②男性 １８．９％ 

  女性 ３１．５％ 

③男性 ６０．９％ 

  女性 ４９．５％ 

④男性 ３１．２％ 

  女性 ２０．６％ 

①男性 ３５．５％ 

  女性 ３４．４％ 

②男性 ２２．４％ 

  女性 ３７．１％ 

③男性 ６１．８％ 

  女性 ５２．０％ 

④男性 ２６．１％ 

  女性 １８．６％ 

①増やす 

（５０％） 

②増やす 

 

③減らす 

 

④増やす 

 

直近値に係る分析 

（ベースラインからの動きについて（留意点含む）） 
評価 

（直近の実績値に対する評価） 

○ 野菜の摂取量：改善の傾向であるが、目標を達成していない。 

○ 食塩の摂取量：改善しているが、目標を達成したとは言えない

状況。 

○ 果物の摂取量：ほぼ横ばい。 

○ 脂肪エネルギー比率：悪化の方向であり、特に男性において

減少率が大きい。 

○野菜及び食塩の摂取量：改善傾向 

○果物の摂取量：不変 

○脂肪エネルギー比率：悪化 

ｂ 

＜都の取組＞ 

＜区市町村の取組＞ 
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男性 女性

食塩の摂取量（1日当たり）
8g以下の人の割合

(20歳以上)

果物の摂取量（1日当たり）
100g未満の人の割合
(20歳以上)

脂肪エネルギー比率が適正な範囲内(20％
以上25％未満)にある人の割合
(30～69歳)
※脂肪エネルギー比率（20％以上30未満）

野菜の摂取量（1日当たり）
350g以上の人の割合
(20歳以上)

（％）

※

評価 

ａ 

 

a 

 

c 

 

－ 

平
成
25
年
度

＜都民向け普及啓発＞

○健康づくりポータルサイト「とうきょう健康ステーション」の開設

○普及啓発リーフレット「健康のためのヒント集」の作成（２０，０００部）

○東京都提供テレビ番組「東京サイト」を活用した普及啓発

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

○野菜メニュー店の整備

３６５店（H2９.４末時点）

○ポスター・ちらしの作成

＜野菜を食べる！習慣づくり（H28、29）＞

○野菜摂取を呼びかけるＰＯＰの掲出・
ＰＯＳレジ広告の実施
＊日本フランチャイズチェーン協会等と
連携し、都内コンビニ等に掲出（20,712枚）

○野菜摂取啓発チラシの配布・掲示
＊東京都弁当協同協会（3,521枚）・
日本チェーンストア協会（10,000枚）と連携

○野菜たっぷり簡単レシピの作成・配布
＊日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会と連携
＊調理師関係団体と連携
○卓上のぼりの作成・配布（3,000個）

（都内青果店等での設置）

○市場まつりでのガイドブック配布（再掲）

○野菜メニュー店の整備

２０６店（Ｈ27.7末時点）

○都民向けガイドブックの配布

(区市町村・都内大学等)

○野菜メニュー店の整備

３２０店（H28.7末時点）

○都民向けガイドブックの増刷・配布

＊食育フェア（産業労働局）

＊市場まつり（中央卸売市場）

○野菜たっぷり簡単レシピの作成・普及
＊調理師関係団体と連携
＊レシピ検索サイト及び都ホームページ
「とうきょう健康ステーション」に掲載

平
成
26
年
度

＜地域における
食生活改善普及事業＞

○野菜メニュー店の整備

１８１店（Ｈ27.3末時点）

○都民向けガイドブックの作成

＜野菜のメニューを選ぼうキャンペーン（H26、27）＞

○野菜摂取を呼びかけるＰＯＰの掲出
＊日本フランチャイズチェーン協会と
連携、都内コンビニ（約7,000店）に掲出

○野菜摂取啓発チラシの作成・配布
＊東京都弁当協同協会と連携（約6,000枚）

中間評価部会で議論いただく「まとめ」として記載 

○これまでの取組と現状について 

○今後の取組の方向性について（都の特性を考慮した具体的な内容を記載） 

○関連する調査結果等 

 


